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１
月
24
日
Ｊ
Ａ
福
島
ビ
ル
に
お
い
て
、

県
内
福
祉
事
業
所
や
行
政
・
Ｊ
Ａ
担
当
者

約
１
２
０
名
が
参
加
し
、「
Ｊ
Ａ
全
農
福

島 

農
福
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
農
業
の
労
働
力

不
足
解
決
の
た
め
今
回
、
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
労
働
力
支
援
対
策
の
一
環
と
し

て
、
農
福
連
携
を
よ
り
一
層
活
発
に
推
し

進
め
る
た
め
、
農
業
側
と
福
祉
側
の
相
互

理
解
の
促
進
と
取
組
の
普
及
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
福
島 

猪
股
孝
二
県
本
部
長
か

ら
は
、「
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
取
り
組
み
事

例
を
参
考
に
、
福
祉
事
業
者
は
農
作
業
へ

の
参
画
を
す
す
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
欲

し
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
事
項
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
「
こ

こ
ろ
ん
」の
熊
田
芳
江
常
務
理
事
か
ら「
福

祉
事
業
者
か
ら
見
た
農
福
連
携
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
情
勢
と
自
身
の
福
祉
事
業

所
に
お
け
る
取
り
組
み
事
例
を
交
え
た
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
障
害
者
総
合
支

援
法
に
よ
り
就
労
系
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
整
理
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

障
が
い
者
の
平
均
工
賃
（
給
料
）
は
低
い

状
況
で
す
。
そ
の
中
で
農
福
連
携
に
取
り

組
み
、
障
害
の
特
性
を
生
か
し
た
作
業
を

行
う
こ
と
で
生
産
性
・
工
賃
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
取
り
組
み
事
例
発
表
と
し
て
㈱
な

か
た
農
園
の
中
田
幸
治
社
長
、
Ｊ
Ａ
夢
み

な
み 

営
農
部
園
芸
課
し
ら
か
わ
園
芸
セ
ン

タ
ー 

長
倉
薫
課
長
、
喜
多
方
地
区
生
産
者

　

花
見
寿
保
氏

の
３
名
の
方
か
ら

農
福
連
携
に
取
り

組
ん
だ
内
容
を
説

明
い
た
だ
き
、
そ

の
後
に
実
際
に
作

業
を
行
っ
た
福
祉

事
業
所
の
職
員
の

方
か
ら
も
感
想
を

発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に

中
田
社
長
か
ら
は

「
地
域
の
農
地
が

担
い
手
に
集
積
し

つ
つ
あ
り
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
中
、
福

祉
事
業
所
の
利
用
者
（
障
害
者
）
の
方
達

は
勤
務
態
度
が
非
常
に
ま
じ
め
で
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
今
後
と
も
作
業

を
依
頼
し
た
い
。」
と
話
が
あ
り
、
そ
れ
に

対
し
て
福
祉
事
業
所
の
職
員
の
方
も
「
利

用
者
が
農
作
業
を
行
う
と
き
は
嬉
し
そ
う

に
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
い
た
。
今
後

と
も
作
業
を
行
い
た
い
。」
と
応
え
て
、

農
業
側
・
福
祉
側
が
お
互
い
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
Ｊ
Ａ
全
農
福
島 

営
農
企
画
部

Ｔ
Ａ
Ｃ
担
い
手
推
進
課　

宗
形
義
洋
課
長

代
理
が
「
全
農
福
島
の
農
福
連
携
の
取
り

組
み
」
と
題
し
、
今
後
は
農
業
側
の
窓
口

と
し
て
Ｊ
Ａ
と
一
緒
に
な
っ
て
さ
ら
な
る

事
例
の
積
み
上
げ
と
取
り
組
み
に
対
す
る

周
知
を
進
め
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し

た
。

　

全
農
福
島
は
今
後
も
農
福
連
携
を
通
じ

て
農
業
生
産
現
場
の
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

県
内
18
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
が
参
加
し
た
、
Ｊ

Ａ
福
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会
主
催
「
令
和
元
年

度　

Ｃ
Ｅ
運
営
管
理
・
環
境
整
備
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
一
次
審
査
を
12

月
3
日
か
ら
10
日
ま
で
実
施
し
、上
位
7
Ｃ
Ｅ
を
対
象
に
1
月
16
日
、

17
日
の
2
日
間
で
本
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
46
項
目
２
２
０
点
満
点
で
行
い
、
内
訳
は
、
運
営
管
理

体
制
が
29
項
目
１
４
２
点
満
点
、
環
境
整
備
が
12
項
目
60
点
満
点
、

そ
の
他
が
5
項
目
18
点
満
点
で
、
上
位
4
Ｃ
Ｅ
が
２
１
６
点
の
同
点

の
た
め
、
運
営
管
理>

環
境
整
備>

Ｃ
Ｅ
稼
働
率
に
よ
り
審
査
し
、

順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
５
Ｃ
Ｅ
は
、
2
点
の
僅
差
で
、
高
得

点
で
の
競
い
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
令
和
2
年
1
月
29
日
に
郡
山
市
で
行
い
、
施
設
管

理
者
、
運
転
技
術
者
ら
29
名
が
参
加
し
、５
Ｃ
Ｅ
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞

　
　

 

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来　

石
神
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

優
秀
賞

　
　

 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら　
い
わ
き
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば　

高
田
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

優
良
賞

　
　

 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら　

郡
山
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば　

坂
下
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

表
彰
式
終
了
後
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
転
技
術
者
等
研

修
会
を
開
催
し
、
公
益
財
団
法
人　

農
業
倉
庫
基
金　

指
導
部
次

長　

朝
侍
貴
司
氏
に
よ
る
「
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
自
主
的
衛
生
管
理
と
事

故
防
止
対
策
」
の
講
演
で
、
農
業
倉
庫
・
Ｃ
Ｅ
の
自
主
的
な
衛
生
管

理
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
活
用
方
法
等
や
Ｃ
Ｅ
間
の
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
営
管
理
・
環
境
整
備
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来　

石
神
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
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